
取 扱 説 明 書

どンブな!式 t lllV - 1 0 各型
このたびは ヽ買し上上げいただき誠にありがとうございまi
ごll r日になるilにこの収披説明きを十分にお読みいただき 製品の知識

安全上の留意点の全てについて習熱してから御使用ください。

安全上の留も点この
は 瑞斎盟豚配隠ぢ ぅ運登『

に区分してあり報
重症を受ける可能性が想定される場合。

∠ゝ注意 取扱いを誤った場合には た1父な状況力担 こり 中程度の傷害や
鍋易を受ける可|ヨ性力章陵 される場合及よ 物的損害のみの

発生力組定される場合。

返＼警告
設置場所

★爆発性雰囲気 引も _ガスの雰囲気、腐食性
の雰ll気、水力均 かヽる場所では使用しないで下さい。

★173 犬態で移動 取付け等,封じ帥こしないで ドさい。
必ず 範源を切ってから作業して下さしち

接続

★銘板に記IEされている電圧で御ll川下さい。

★リード線を無理に曲げたり 引っ張ったり

挟み込んだりしないで下さい。

★本ボンプを機器に取付けるような場合には手力抑,■

ないようにするか、接地させて下さいも

運転

★爆発性ガス 引火性ガス 74F食性ガス または

液体等は吸引しないで下さい。

左ゝ 注意
設置場所

★周囲温度が0～(0℃以下の場〒に取付けて下さい。

★ポンプ自体が自己尭熱します。風通しの良い場所
に設置してくださ↓ち

按統

★保護装置はポンプに付温 していませムん 過負荷保護
装置を設けてください。

★迷断装置はボンプに付サ呂していませムヵ 両切スイッチ
等の遮断器を経由して接続する事を推奨しま丸

迅l_

★異常力境 生した場合には 直ちに電源を切つて下さい。

点i食

★ボンプの作に直後は高温になっている場合がありま
す。ポンプに手を触れないて下さい。



ダイヤフラムユニットの取り外し

1 - 1   ポンプを分解するラインについて約 1 分関
“
P U RG E
"
を行う。

1 - 2   ポンプを分解するラインについ

て
“
R E S E T

'
状態にする。

1 - 3

△講客普詩野二とを

ポンプに接続されている配管及

び電源ヨネクターを取り外し、ポ

ンプを装置から取り外す。

△ が
ポンプは高温になっている場合

ありますので注意して下さい。

(注 1 )  配管を取 り外 しの除は、ポン

プ等に水がかからなV よヽうに注

意 して下さい。

- 4   底部四隈の4 本のネジを緩めて、

ポンプカバーを取り外す。

(注 2 )  ヨイル固定用のネジと間違えないように注意 して下さい。

1 - 6   ダイヤフラムユニントと振動板を

固定しているナットとスプリングワ

ッシャーを取り外す。

1 - 6   フレームの 2 本のネジを緩めて、

ダイヤフラムュニントをフレーム

から取り外す。

ポンブ' ′て一 織

(J イル固定用)

スプリツダワッシャー



2 - 1

ダイヤフラムユニッ トの取 り付け

新 しいダイヤフラムュニットのユニッ

ッシャーを取り外す。

(注 1 )  ユニットフンシヤ~ にはダイヤ

Z Z A ュニン上? IN/ Qu■変ユ
載されています。取り外す前に

IN /O W の方向を覚えて置いて下

さ V ヽ。

トフッシャー及びナットとスプリングワ

タイヤフラムユニゥト

2 - 2   ユニットヮッシャーとフレームに記載さ

れているI N / O U T を合わせて、2 本の

ネジでダイャフラムユ‐ントをフレームに

取り付ける。

(注2) ュニュトZ ンシ1ェーは】_宏4 ■7ヱ
ムュニットを取り付ける際に組み込ま

ないで下さい。

(注 3 ) ユマ2盗虫住, 上をそ生、4kgFictti 4■【す:Fコ【立エエ三ェ、

2 - 3   振動板 とダイヤフラムをスプリングフッシャーとナットで取り付ける。

(注4) ダイヤフラムがよじれないよュ1=s ダ4■Z Z 4型2■比工二盗杢ォで回
定して締め付けて下さい。

(注5) ナットはスプリングワッシャーカsI ェ〔食盗まで4 獲豊生立【工革ェと

2 - 4   ポンプカバーを取り付ける。

2 - 5   ポンプを装置に取り付け、配管及び電源ヨネクタを接続する。

スアリンダヮヮシ十~
ダイヤフラム

ユニヮl , フシ十
~



シー ト弁 ・ダイヤフラムの交換

ダイヤフラムユニットの取り外しについては1 章を参照して下さい。
3 - 1   取 り外したダイヤフラムユニット

のリングを外し、右図のように分解

する 。

(注 1 )  バルプベースA , B のシー ト

弁との接触面に汚れや付着物が

ある場合にはエタノールで洗浄

して下さい。

3 - 2  フレームにアンダーパッキン ・バル

ブベースA ・シー ト弁 バルブベースB

の順に組み立て、 2 本のネジで取 り付

ける。

(注 2 )  バルブベース A ・B を取り付ける際に、バルブベース A ・B のO U T とフ

レームのO U T を合わせて下さい。

(注3) ネジの締め付, ェィクL 、ュkgF!Pコi 43kgF・cm として下さい。

3 - 3   ダイヤフラムを、バルブベースA

が隠れる位置まで入れる。

3 - 4   リングでダイヤフラムを固定する。

(注4 )  リングのつまみはコイルと反

対側にくるようにして下さい。

(注 5 )  リングはダイヤフラムのリン

グ止めの位置まで入れて下さい。

3 - 5   振動板 とダイヤフラムをスプリン

グワッシャーとナットで取り付ける。

(注 6 )  ダイヤフラムがよじれないよ

うに、ダイヤフラム側のナント

′`ルプベースA ′【ルブペースB

をスパナで固定して締め付けて下さい。

(注 7 )  ナットはスプリングフッシャーが平たくなるまで、締め付けて下さい。

3 - 6   ポンプカバーを取り付ける。

3 - 7   ポンプを装置に取り付け、配管及び電源コネクタを接続する。

アイヤフラム

ダイヤフラムのリンダ止め



品番 部品名称 畳数 備  考

1 ポンプカパー 1

2 本ジ (ポンアカ末―固定月 ) 4 M 3 X 8、S W T寸

3 ネジ (コイル固定用) 2 M 3 X 8、S W 付
4 コイリレ 1

5 不ジ (サイドカバー固定用 ) 3 M 3 x 6、s w 付
6 サイドカ′(― 1

7 ダイヤフラムュニット 1

8 振動阪 1

9 ナット 1 M 3、S W付
1 0 ネジ〔ダイヤフラムユニット国定用, 2 M 3 X 1 4

ナイロツワッシ十~ 付
1 1 フ レーム 1

1 2 吊り金民 1

1 3 ネジ (吊り金具固定用) 1 M 4 X 8、S W 付
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語修


